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第69号

第33話 「質問通告書」

　この「議会だより」は、町執行部が発
行する「広報白石」と目的が違い、内容
が違う必要があります。
　議会は、町民に代わって町政を議論・
決定する機関です。町長以下執行部は、
町民に対して町政を執行（実行）する機
関です。
　だから、「議会だより」は、議会が町
事業のどこを、どのように議論し決定し
たのか、お知らせする必要があります。
「広報白石」が、決定した町事業の内容
をお知らせするのとは、目的・内容が違
うと考えます。
　それで、前回号から、議会視点で課題
の特集記事を作成することにしました。
お堅い話ですみません。　　　　（吉岡）

※質問通告書とは
　議員が本会議で発言を求める場合
あらかじめ議長に発言の主旨などを
文書をもって告げ知らせることをい
います。

●町立あかり保育園の運営継続に関する要望
提出者　白石町私立保育園有志の会
　　　　代表　天野幸久

●建設産業の安定と担い手の確保・育成に関する要望
提出者　白石町建設業組合
　　　　代表　会長　溝口隆治

●町道戸ヶ里中央線及び町道戸ヶ里南北線の
　安全対策に関する要望

提出者　戸ヶ里区長　髙尾宏美

かわさき  る  か

■ P2　　　 特集  「新設小学校への想いを語る」

■ P3　　　 ６月議会概要、賛否一覧

■ P4～11　一般質問で町政を問う

■ P12　　  常任委員会活動報告

■ P13　　  全国議長・副議長研修会、
　　　　　　最近の議会活動

■ P14　　  要望書、編集後記

広報委員　委 員 長　定松弘介
　　　　　副委員長　友田香将雄
　　　　　委　　員　中村秀子　重富邦夫　岸川信義　吉岡正博
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2 3令和4年6月議会だより 令和4年6月議会だより

白石町立学校の統合再編については、学校規模の問題、学校教育法施行規則、小中学校の設置基
準等の法令、本町の現在の小中学校の規模や地理的状況、今後の人口予測等、様々な事を勘案し
た結果、白石町立小中学校の学校規模および学校のありかたについて「学校統合再編審議会」よ
り以下の通り平成 31 年 4月 24 日に答申が示された。
『学級数を 12 ～ 18 学級が望ましい（小学校：各学年 2～ 3学級、中学校：各学年 4～ 6学級）』

中学校：1校が望ましい 『3中学校を統合し、現在の白石中学校の所に新設中学校を置く』
小学校：2校が望ましい 『有明地域の 3小学校を統合し、新設小学校を現在の有明中学校に置く
　　　　　　　　　　　　（令和８年度開校）
　　　　　　　　　　　　白石地域・福富地域の 5小学校を統合し、新設小学校は新たに用地を
　　　　　　　　　　　　取得した場所に校舎等を建設する（令和 10 年度開校）』

答申をふまえ、中学校はすでに答申の内容に基づいて令和 6年度開校を目指し適宜進められてい
る。小学校については今年度具体的な方針が打ち出される予定となっている。
その点をふまえ、議員間でも統合再編に向けての意見を出し合った。

各議員の意見

〇1年生～ 4年生までは分校で対応するといった対応は出来ないのか。通学距離が遠すぎる。
〇大規模になることで先生の目が届かず、先生が減ることにより従来にくらべ生徒に対して手薄になる。
小学校は地域コミュニティの根幹　なので３校がよいと考える。
〇通学手段の徒歩やバスなどの基準となる距離については柔軟に対応する必要があるのでは。
〇少人数学級は先生の目が行き届きやすい。令和8や10年度に統合するといった答申の方針に縛られず、
ゆっくり考え、今の学校を利用する範囲で統合してみて、それからまた考えてもよいのではないか。
〇不登校の生徒が学校に復帰できる環境には、クラス替えが出来る体制は必要。
〇少人数学級は学力の伸びが小さい傾向にある。ある程度の生徒数がいて、刺激しあう環境が必要。
〇我々は答申を尊重する立場。答申時より出生数の減少が加速している中で学校数の数は議論の余地が
あると感じるが、統合の年度については厳格に守らないと、すでに関係する保護者はそれを見越してラ
イフプランを組んでいる。
〇小学校の場合学級担任制なので適正規模にこだわるよりも地域の中で育つ方が重要だと思う。
〇最終的に小学校も１校になると思う。地域の振興は学校ばかりではない。

※同意の意見はまとめています。

今回の小学校統合再編に向けた課題が改めて共有された。我々議会として答申を尊重する立場で
あるが故に、執行部側に少しでも早く今後の方針を打ち出すよう今後も強く要望を行っていく。

議員間討議を終えて

新設小学校への

想いを語る
おも

特
集

６月定例議会概要
　６月定例議会は、６月７日から14日までの８日間で行いました。
　町長から、令和４度の補正予算や条例改正、規約の変更など４件の議案が提出され、
各議案は審査を経て可決しました。
　一般質問は８人が行い、農業振興、治水対策、
定住促進、学校の統合再編、行政サービスの
デジタル化などについて、執行部の考えを質
しました。

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が裁決権を行使します。

賛否一覧
結果

賛成 …… ○ 反対 …… ● 欠席 …… 欠

議
案
番
号

令和4年度一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

可決

23

議会議員及び町長の選挙における選挙運動用自動車
の使用及び選挙運動用のポスター等の作成の公営に
関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決24

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決25

佐賀県市町総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決26

令和4年度一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決27

専決処分の承認(税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認18

専決処分の承認（令和3年度一般会計補正予算
（第11号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認

承認

20

専決処分の承認（令和3年度後期高齢者医療特別会計
補正予算（第3号））

21

専決処分の承認(国民健康保険税条例の一部を
改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認19

5
月
臨
時
会

6
月
定
例
会

令和4年6月議会定例会には、31人
の傍聴者にお越しいただきました。
感染症対策のため、傍聴席の数を制限
しております。皆さまの御理解を
お願い申し上げます

議
会
概
要

　賛
否
一
覧

学校施設環境改善交付金事業町立中学校校舎・
体育館改修工事請負契約22
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●新採職員の議会傍聴の研修
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一
般
質
問

一
般
質
問

井﨑　好信 議員

●関係機関との河川合同巡視
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員
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落
や
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騰
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り
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経
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収
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す
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で
は
。

農
業
振
興
課
長
　
米
価

の
上
昇
が
見
込
め
な
い

状
況
で
は
大
い
に
推
進

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

水
調
整
協
議
会
に
お
い

て
お
願
い
し
て
お
り
、

地
元
操
作
員
は
、
強
い

責
任
感
を
持
っ
て
排
水

調
整
に
取
り
組
ん
で
頂

い
て
お
り
、
年
を
追
う

ご
と
に
成
果
が
表
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
用
排
水
時
の

ゲ
ー
ト
操
作
は
、
排
水

経
路
毎
や
作
付
体
系
、

地
域
間
の
慣
習
等
で
大

き
な
違
い
が
あ
る
た
め
、

規
則
や
取
り
決
め
を
町

で
行
う
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

副
町
長

　
内
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
連
携
を
強
化
し
て
内

水
対
策
に
取
り
組
む
。

議
員
　
流
域
治
水
推
進

事
業
の
調
査
分
析
の
結

果
を
見
て
今
後
の
治
水

対
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

建
設
課
長
　
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
短
期
、

中
長
期
と
合
わ
せ
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
む
。

議
員
　
線
状
降
水
帯
の

予
測
が
半
日
前
よ
り
情

報
を
開
始
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
水
路
の
事
前
排

水
が
重
要
で
円
滑
に
い

く
た
め
に
も
強
制
力
の

あ
る
治
水
対
策
に
特
化

し
た
条
例
の
制
定
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

農
村
整
備
課
長
　
円
滑

な
事
業
排
水
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
用
排

議
員
　
白
石
町
農
業
再

生
協
議
会
に
お
い
て
自

主
的
に
転
作
率
を
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

町
長
　
作
付
面
積
拡
大

を
は
か
り
関
係
機
関
と

協
議
し
て
支
援
し
て
い

く
。

西山　清則 議員

議
員
　
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、
若

者
世
代
の
転
出
者
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
新
た

に
多
く
の
方
が
白
石
町

に
住
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
具
体
的
な
考
え

は
。

町
長
　「
住
ま
い
る
　
し

ろ
い
し
　
応
援
事
業
」

を
創
設
し
た
。
ま
た
、

移
住
支
援
と
し
て
、「
さ

が
暮
ら
し
ス
タ
ー
ト
支

援
事
業
」、
新
婚
生
活
の

費
用
を
支
援
す
る
「
新

婚
生
活
支
援
事
業
」
に

取
り
組
む
。
白
石
町
に

多
く
の
人
が
住
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
移
住
・

定
住
支
援
に
努
め
て
い

く
。

議
員
　
有
明
海
沿
岸
道

路
の
開
通
後
は
、
車
や

人
の
流
れ
も
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
佐
賀
市

へ
の
通
勤
の
利
便
性
も

向
上
し
て
い
る
。
若
者

世
代
の
移
住
・
定
住
促

進
を
進
め
る
に
は
、
住

宅
用
地
の
確
保
が
必
須

で
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
福
富

I.C
周
辺
は
住
宅
用
地
と

し
て
の
利
便
性
が
増
し

て
い
る
。
し
か
し
、
町

内
の
大
部
分
が
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
宅
地
造
成
事
業
は

公
共
施
設
の
再
編
計
画

や
跡
地
活
用
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
進
め
る
。

議
員
　
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
の
整
備
や
子

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

議
員

町
長

議
員

議
員

農
村
整
備
課
長

建
設
課
長

副
町
長
（
内
水
対
策
統
括
監
）

総
合
戦
略
課
長

答 問
移
住
・
定
住
支
援
に
努
め
て
い
く

若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
促
進
を

答 問
関
係
機
関
と
協
議
し
支
援
を
し
て
い
く

転
作
大
豆
を
増
産
す
べ
き
で
は

答 問
町
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

治
水
対
策
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は

答 問
地
域
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
担
い
手
の
育
成
が
急
務

稼
げ
る
農
業
と
農
業
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は

議
員
　
首
都
圏
を
中
心

と
す
る
P
Ｒ
活
動
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、

稼
げ
る
農
業
の
展
開
と

農
業
人
口
を
増
や
す
な

ど
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
。

農
業
振
興
課
長
　
産
地

を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
稼
げ
る
農
業
の
確

立
、
人
材
不
足
を
補
う

た
め
の
機
械
化
に
よ
る

省
力
化
、
地
域
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
担
い
手
の

育
成
が
急
務
で
あ
る
。

答 問
国
史
跡
指
定
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的

須
古
城
跡
地
に
龍
造
寺
隆
信
像
の
建
立
を

議
員
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
観
光
資

源
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
お
く
必
要
が
あ
り
、

目
玉
施
策
と
し
て
、
須

古
城
跡
地
に
龍
造
寺
隆

信
の
像
を
建
立
し
て
は

商
工
観
光
課
長
　
現
在

の
と
こ
ろ
事
業
計
画
の

予
定
は
な
い
。
令
和
２

年
度
よ
り
、
須
古
城
跡

の
国
史
跡
指
定
に
向
け

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、Ｐ
Ｒ
す
る
施
策
を
計

画
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

国
史
跡
指
定
に
合
わ
せ

て
実
施
す
る
こ
と
が
、

最
も
効
果
的
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

議
員

議
員

商
工
観
光
課
長

農
業
振
興
課
長

育
て
支
援
な
ど
周
辺
の

市
町
に
負
け
な
い
施
策

の
展
開
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
本
町

は
、「
子
育
て
相
談
」「
経

済
的
支
援
」「
共
働
き
世

帯
の
た
め
の
支
援
」
な

ど
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
町
内

外
に
向
け
、
子
育
て
支

援
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て

い
く
。

議
員
　
災
害
の
少
な
い

町
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
や
若

者
世
代
へ
の
情
報
発
信

な
ど
の
取
り
組
み
は
。

農
村
整
備
課
長
　
総
合

的
な
治
水
対
策
を
行
い
、

「
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
」「
安
心
し
て
農
業
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

議
員

保
健
福
祉
課
長

農
村
整
備
課
長

議
員
　
タ
マ
ネ
ギ
の
価

格
は
か
つ
て
な
い
高
値

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

次
年
度
作
付
に
向
け
て

収
穫
機
等
の
導
入
に
係

る
補
助
金
申
請
の
対
応

は
。

農
業
振
興
課
長
　
６
月

末
を
め
ど
に
要
望
を
上

げ
て
頂
く
よ
う
周
知
を

し
て
お
り
、
県
に
最
大

限
の
要
望
を
し
て
い
く
。

議
員
　
商
品
券
給
付
事

業
の
発
行
は
昨
年
の
事

業
で
は
大
型
店
に
偏
っ

て
お
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
た
め
に
も
個

人
店
と
大
型
店
を
区
別

し
た
方
が
よ
り
良
い
効

果
が
望
ま
れ
る
の
で

は
。

総
合
戦
略
課
長
　
今
回

は
方
針
転
換
は
難
し
く

次
回
か
ら
は
、
条
件
が

合
え
ば
取
り
入
れ
た

い
。

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員
　
過
去
３
箇
年
で

事
前
排
水
の
要
請
は
何

回
あ
っ
た
の
か
、
町
内

全
域
で
円
滑
に
出
来
て

い
る
認
識
は
あ
る
の
か
。

農
村
整
備
課
長
　
28
日

間
で
41
回
の
放
送
を
行

っ
て
い
る
。
概
ね
円
滑

に
出
来
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
慣
習
・

慣
例
等
で
思
う
よ
う
に

で
き
て
い
な
い
箇
所
も

あ
る
。

議
員

農
村
整
備
課
長
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一
般
質
問

一
般
質
問

井﨑　好信 議員

●関係機関との河川合同巡視

議
員
　
米
価
下
落
や
生

産
資
材
の
高
騰
に
よ
り

農
家
は
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
り
収
益
が
見
込

ま
れ
る
転
作
大
豆
を
増

産
す
べ
き
で
は
。

農
業
振
興
課
長
　
米
価

の
上
昇
が
見
込
め
な
い

状
況
で
は
大
い
に
推
進

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

水
調
整
協
議
会
に
お
い

て
お
願
い
し
て
お
り
、

地
元
操
作
員
は
、
強
い

責
任
感
を
持
っ
て
排
水

調
整
に
取
り
組
ん
で
頂

い
て
お
り
、
年
を
追
う

ご
と
に
成
果
が
表
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
用
排
水
時
の

ゲ
ー
ト
操
作
は
、
排
水

経
路
毎
や
作
付
体
系
、

地
域
間
の
慣
習
等
で
大

き
な
違
い
が
あ
る
た
め
、

規
則
や
取
り
決
め
を
町

で
行
う
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

副
町
長

　
内
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
連
携
を
強
化
し
て
内

水
対
策
に
取
り
組
む
。

議
員
　
流
域
治
水
推
進

事
業
の
調
査
分
析
の
結

果
を
見
て
今
後
の
治
水

対
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

建
設
課
長
　
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
短
期
、

中
長
期
と
合
わ
せ
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
む
。

議
員
　
線
状
降
水
帯
の

予
測
が
半
日
前
よ
り
情

報
を
開
始
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
水
路
の
事
前
排

水
が
重
要
で
円
滑
に
い

く
た
め
に
も
強
制
力
の

あ
る
治
水
対
策
に
特
化

し
た
条
例
の
制
定
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

農
村
整
備
課
長
　
円
滑

な
事
業
排
水
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
用
排

議
員
　
白
石
町
農
業
再

生
協
議
会
に
お
い
て
自

主
的
に
転
作
率
を
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

町
長
　
作
付
面
積
拡
大

を
は
か
り
関
係
機
関
と

協
議
し
て
支
援
し
て
い

く
。

西山　清則 議員

議
員
　
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、
若

者
世
代
の
転
出
者
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
新
た

に
多
く
の
方
が
白
石
町

に
住
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
具
体
的
な
考
え

は
。

町
長
　「
住
ま
い
る
　
し

ろ
い
し
　
応
援
事
業
」

を
創
設
し
た
。
ま
た
、

移
住
支
援
と
し
て
、「
さ

が
暮
ら
し
ス
タ
ー
ト
支

援
事
業
」、
新
婚
生
活
の

費
用
を
支
援
す
る
「
新

婚
生
活
支
援
事
業
」
に

取
り
組
む
。
白
石
町
に

多
く
の
人
が
住
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
移
住
・

定
住
支
援
に
努
め
て
い

く
。

議
員
　
有
明
海
沿
岸
道

路
の
開
通
後
は
、
車
や

人
の
流
れ
も
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
佐
賀
市

へ
の
通
勤
の
利
便
性
も

向
上
し
て
い
る
。
若
者

世
代
の
移
住
・
定
住
促

進
を
進
め
る
に
は
、
住

宅
用
地
の
確
保
が
必
須

で
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
福
富

I.C
周
辺
は
住
宅
用
地
と

し
て
の
利
便
性
が
増
し

て
い
る
。
し
か
し
、
町

内
の
大
部
分
が
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
宅
地
造
成
事
業
は

公
共
施
設
の
再
編
計
画

や
跡
地
活
用
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
進
め
る
。

議
員
　
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
の
整
備
や
子

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

議
員

町
長

議
員

議
員

農
村
整
備
課
長

建
設
課
長

副
町
長
（
内
水
対
策
統
括
監
）

総
合
戦
略
課
長

答 問
移
住
・
定
住
支
援
に
努
め
て
い
く

若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
促
進
を

答 問
関
係
機
関
と
協
議
し
支
援
を
し
て
い
く

転
作
大
豆
を
増
産
す
べ
き
で
は

答 問
町
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

治
水
対
策
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は

答 問
地
域
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
担
い
手
の
育
成
が
急
務

稼
げ
る
農
業
と
農
業
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は

議
員
　
首
都
圏
を
中
心

と
す
る
P
Ｒ
活
動
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、

稼
げ
る
農
業
の
展
開
と

農
業
人
口
を
増
や
す
な

ど
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
。

農
業
振
興
課
長
　
産
地

を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
稼
げ
る
農
業
の
確

立
、
人
材
不
足
を
補
う

た
め
の
機
械
化
に
よ
る

省
力
化
、
地
域
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
担
い
手
の

育
成
が
急
務
で
あ
る
。

答 問
国
史
跡
指
定
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的

須
古
城
跡
地
に
龍
造
寺
隆
信
像
の
建
立
を

議
員
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
観
光
資

源
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
お
く
必
要
が
あ
り
、

目
玉
施
策
と
し
て
、
須

古
城
跡
地
に
龍
造
寺
隆

信
の
像
を
建
立
し
て
は

商
工
観
光
課
長
　
現
在

の
と
こ
ろ
事
業
計
画
の

予
定
は
な
い
。
令
和
２

年
度
よ
り
、
須
古
城
跡

の
国
史
跡
指
定
に
向
け

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、Ｐ
Ｒ
す
る
施
策
を
計

画
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

国
史
跡
指
定
に
合
わ
せ

て
実
施
す
る
こ
と
が
、

最
も
効
果
的
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

議
員

議
員

商
工
観
光
課
長

農
業
振
興
課
長

育
て
支
援
な
ど
周
辺
の

市
町
に
負
け
な
い
施
策

の
展
開
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
本
町

は
、「
子
育
て
相
談
」「
経

済
的
支
援
」「
共
働
き
世

帯
の
た
め
の
支
援
」
な

ど
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
町
内

外
に
向
け
、
子
育
て
支

援
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て

い
く
。

議
員
　
災
害
の
少
な
い

町
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
や
若

者
世
代
へ
の
情
報
発
信

な
ど
の
取
り
組
み
は
。

農
村
整
備
課
長
　
総
合

的
な
治
水
対
策
を
行
い
、

「
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
」「
安
心
し
て
農
業
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

議
員

保
健
福
祉
課
長

農
村
整
備
課
長

議
員
　
タ
マ
ネ
ギ
の
価

格
は
か
つ
て
な
い
高
値

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

次
年
度
作
付
に
向
け
て

収
穫
機
等
の
導
入
に
係

る
補
助
金
申
請
の
対
応

は
。

農
業
振
興
課
長
　
６
月

末
を
め
ど
に
要
望
を
上

げ
て
頂
く
よ
う
周
知
を

し
て
お
り
、
県
に
最
大

限
の
要
望
を
し
て
い
く
。

議
員
　
商
品
券
給
付
事

業
の
発
行
は
昨
年
の
事

業
で
は
大
型
店
に
偏
っ

て
お
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
た
め
に
も
個

人
店
と
大
型
店
を
区
別

し
た
方
が
よ
り
良
い
効

果
が
望
ま
れ
る
の
で

は
。

総
合
戦
略
課
長
　
今
回

は
方
針
転
換
は
難
し
く

次
回
か
ら
は
、
条
件
が

合
え
ば
取
り
入
れ
た

い
。

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員
　
過
去
３
箇
年
で

事
前
排
水
の
要
請
は
何

回
あ
っ
た
の
か
、
町
内

全
域
で
円
滑
に
出
来
て

い
る
認
識
は
あ
る
の
か
。

農
村
整
備
課
長
　
28
日

間
で
41
回
の
放
送
を
行

っ
て
い
る
。
概
ね
円
滑

に
出
来
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
慣
習
・

慣
例
等
で
思
う
よ
う
に

で
き
て
い
な
い
箇
所
も

あ
る
。

議
員

農
村
整
備
課
長
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問答
新
採
職
員
に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
の
か

人
口
減
少
に
関
し
て
事
前
研
修
を
実
施
し
た
。
　

知
恵
を
出
し
合
い
貢
献
し
て
く
れ
る
と
思
う

問答
コ
ロ
ナ
禍
の
熱
中
症
対
策
は

屋
外
で
は
人
と
２
ｍ
以
上
確
保
で
き
る
場
合
や

会
話
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
場
合
は
マ
ス
ク
を
外
す
、

水
分
補
給
等
予
防
の
啓
発
に
努
め
る

問
新
白
石
中
学
校
の
開
設
に
向
け
て
の
準
備
状
況
は

一
般
質
問

一
般
質
問

中村　秀子 議員

●白石中学校付近の通学路点検

●マイナンバーカード申請受付中！

議
員
　
国
か
ら
登
下
校

時
や
屋
外
で
の
活
動
時

に
は
マ
ス
ク
を
外
す
よ

う
に
指
針
が
示
さ
れ

た
。
本
町
で
の
指
導

は
。

議
員
　
中
学
校
の
統
合

の
大
き
な
理
由
で
あ
っ

た
部
活
動
の
問
題
で
あ

る
が
、
部
活
動
の
地
域

移
行
を
踏
ま
え
部
活
動

の
設
置
の
方
針
は
。

学
校
教
育
課
長
　
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
多
様

化
と
多
志
向
と
言
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
示
さ

れ
た
、
部
活
動
の
段
階

議
員
　
新
白
石
中
学
校

の
通
学
路
及
び
通
学
方

法
は
。

学
校
教
育
課
長
　
準
備

委
員
会
で
検
討
中
で
あ

る
。
遠
距
離
通
学
者
に

対
し
て
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
支
援
を
行
う
。
対
象

者
は
6.5
㎞
以
上
の
生
徒

と
し
て
い
る
。
通
学
路

は
現
在
検
討
中
で
あ
る

が
幹
線
通
学

路
は
点
検
を

実
施
し
安
全

対
策
を
行
う
。

ま
た
、
電
動

ア
シ
ス
ト
サ

イ
ク
ル
を
除

外
は
し
な
い
。

主
任
指
導
主
事
　
屋
外

で
は
人
と
２
ｍ
以
上
確

保
で
き
る
場
合
や
会
話

を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
場

合
は
マ
ス
ク
を
必
要
と

し
な
い
事
を
指
導
す

る
。

　
水
分
補
給
や
冷
房
の

適
切
な
使
用
と
換
気

等
、
熱
中
症
リ
ス
ク
の

高
い
夏
場
は
熱
中
症
対

策
を
優
先
し
て
い
く
。

議
員
　
例
年
高
齢
者
の

熱
中
症
が
多
い
が
対
策

は
。
ま
た
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
周
知
と
利

用
促
進
を
。

長
寿
社
会
課
長
　
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

高
齢
者
宅
の
訪
問
に
際

し
室
内
の
温
度
管
理
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や

塩
分
摂
取
等
呼
び
か
け

を
行
う
。
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
、
以
前
は
70
件

で
あ
っ
た
が
、
現
在
30

件
貸
し
出
し
て
い
る
。

要
件
に
つ
い
て
は
申
請

者
の
状
況
を
踏
ま
え
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
。

他
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
が
、
周
知
に
努
め

た
い
。

的
地
域
移
行
の
指
針
を

踏
ま
え
検
討
を
行
う
。

令
和
６
年
に
い
き
な
り

合
同
に
な
っ
て
混
乱
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

順
次
、
各
種
目
で
合
同

練
習
や
合
同
チ
ー
ム
で

の
試
合
を
行
い
生
徒
同

士
の
交
流
を
し
て
い
く
。

議
員
　
校
則
に
つ
い
て

ス
ム
ー
ズ
な
統
合
を
行

う
た
め
に
は
本
年
度
生

徒
や
保
護
者
も
加
わ
っ

た
話
し
合
い
を
行
い
来

年
度
は
そ
れ
に
よ
る
活

動
を
行
う
事
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
進
捗
状

況
は
。

学
校
教
育
課
長
　
校
則

に
つ
い
て
は
生
徒
と
保

護
者
、
教
職
員
が
話
し

合
う
機
会
を
設
け
る
等
、

何
ら
か
の
形
で
参
加
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

重富　邦夫 議員

議
員
　
深
刻
な
人
口
減

少
が
町
の
活
力
を
な
く

し
て
い
る
。
定
住
促
進

を
推
進
す
る
立
場
の
町

職
員
の
認
識
は
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
。

町
長
　
全
職
員
を
対
象

に
地
域
と
行
政
職
員
の

関
わ
り
を
考
え
る
研
修

を
実
施
し
た
。
地
域
と

の
関
わ
り
の
大
切
さ
を

理
解
さ
せ
、
定
住
促
進

の
意
識
醸
成
に
つ
な
げ

た
。

議
員
　
町
が
目
指
す
デ

ジ
タ
ル
化
の
姿
は
。

総
務
課
長
　
白
石
町
Ｄ

Ｘ
推
進
方
針
（
仮
称
）

を
今
後
策
定
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
行
政
事
務
の
効
率

化
や
町
民
の
利
便
性
の

向
上
を
進
め
な
が
ら
、

地
域
課
題
の
解
決
や
事

業
の
創
出
を
推
進
し
た

い
。

議
員
　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
構
築
と
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
は
。

総
務
課
長
　
Ｄ
Ｘ
推
進

統
括
監
で
あ
る
副
町
長

を
ト
ッ
プ
と
し
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
新
し
く
採
用
さ

れ
た
職
員
に
対
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
ど
の
よ
う
に
指
導
さ

れ
た
の
か
。

総
務
課
長
　
採
用
前
の

３
月
に
事
前
研
修
を
実

施
し
、
人
口
減
少
に
関

し
て
の
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
な
い
意

見
を
出
し
合
っ
て
も
ら

っ
た
。
今
後
も
知
恵
を

出
し
合
い
、
町
の
発
展

に
貢
献
し
て
く
れ
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
避
難
所
運
営
や

災
害
時
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
は
。

総
務
課
長
　
災
害
発
生

直
後
の
初
動
体
制
の
強

化
、
民
間
団
体
と
の
連

携
と
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
災
害
対
応
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

主
任
指
導
主
事

学
校
教
育
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

長
寿
社
会
課
長

議
員

議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

答
現
在
仮
設
校
舎
を
建
設
し
夏
休
み
に
引
っ
越
し
を
行
う

そ
の
他
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る

問
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
は

答
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
人
材
育
成
を

行
い
た
い

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
に
関
し
て
は
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業

務
の
効
率
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
人
材

の
育
成
を
行
い
た
い
。

議
員
　
災
害
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
。

総
務
課
長
　
防
災
行
政

無
線
の
機
器
更
新
を
控

え
て
い
る
の
で
、
先
進

自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
防
災
行
政
無
線
と

の
連
携
な
ど
独
自
の
防

災
ア
プ
リ
の
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

総
務
課
長
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と
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熱
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２
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や
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を
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、
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距
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は
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を
行
う
。
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は
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以
上
の
生
徒
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通
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路

は
現
在
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で
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る
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幹
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通
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路
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を

実
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し
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全
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た
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者
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タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
行
政
事
務
の
効
率

化
や
町
民
の
利
便
性
の

向
上
を
進
め
な
が
ら
、

地
域
課
題
の
解
決
や
事

業
の
創
出
を
推
進
し
た

い
。

議
員
　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
構
築
と
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
は
。

総
務
課
長
　
Ｄ
Ｘ
推
進

統
括
監
で
あ
る
副
町
長

を
ト
ッ
プ
と
し
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
新
し
く
採
用
さ

れ
た
職
員
に
対
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
ど
の
よ
う
に
指
導
さ

れ
た
の
か
。

総
務
課
長
　
採
用
前
の

３
月
に
事
前
研
修
を
実

施
し
、
人
口
減
少
に
関

し
て
の
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
な
い
意

見
を
出
し
合
っ
て
も
ら

っ
た
。
今
後
も
知
恵
を

出
し
合
い
、
町
の
発
展

に
貢
献
し
て
く
れ
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
避
難
所
運
営
や

災
害
時
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
は
。

総
務
課
長
　
災
害
発
生

直
後
の
初
動
体
制
の
強

化
、
民
間
団
体
と
の
連

携
と
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
災
害
対
応
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

主
任
指
導
主
事

学
校
教
育
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

長
寿
社
会
課
長

議
員

議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

答
現
在
仮
設
校
舎
を
建
設
し
夏
休
み
に
引
っ
越
し
を
行
う

そ
の
他
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る

問
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
は

答
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
人
材
育
成
を

行
い
た
い

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
に
関
し
て
は
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業

務
の
効
率
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
人
材

の
育
成
を
行
い
た
い
。

議
員
　
災
害
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
。

総
務
課
長
　
防
災
行
政

無
線
の
機
器
更
新
を
控

え
て
い
る
の
で
、
先
進

自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
防
災
行
政
無
線
と

の
連
携
な
ど
独
自
の
防

災
ア
プ
リ
の
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

総
務
課
長
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答
町
と
各
保
育
園
と
一
緒
に
対
応
を
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
十
分
に
議
論
を
重
ね
る

問
保
育
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
確
保
に

つ
い
て
早
急
な
協
議
を

問答
白
石
町
農
業
を
町
長
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か

白
石
の
基
幹
産
業
、
今
後
も
振
興
し
て
い
く

問答
「
七
夕
こ
し
ひ
か
り
」
作
付
け
が
減
少
し
て
い
る
が

流
通
や
営
農
指
導
を
担
う
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
守
る

一
般
質
問

一
般
質
問

吉岡　正博 議員

※
D
X
と
は

　デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

　メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
称

議
員
　
今
年
の
玉
ネ
ギ

高
値
に
よ
る
経
済
効
果

は
飲
食
店
や
農
機
具
店
、

整
体
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
関

係
ま
で
及
ぶ
と
の
話
で
、

「
や
っ
ぱ
り
白
石
町
に
と

っ
て
農
業
は
、
町
全
体

が
潤
う
基
幹
産
業
だ
な
」

と
思
う
。
町
長
は
、
白

石
町
農
業
を
ど
う
と
ら

え
、
具
体
的
政
策
を
行

う
の
か
。

町
長
　
農
業
は
白
石
の

基
幹
産
業
、
今
後
も
継

続
し
振
興
し
て
い
く
。

議
員
　
米
・
大
豆
の
次

期
作
支
援
事
業
の
補
助

率
４
割
を
、
補
助
率
の

考
え
方
か
ら
６
割
に
で

き
る
の
で
は
。
５
月
臨

時
議
会
で
増
額
を
「
検

討
す
る
」
答
弁
だ
っ
た

が
。

農
業
振
興
課
長
　
米
価

下
落
の
支
援
は
、
県
内

で
白
石
町
の
み
。

　
検
討
し
た
が
、
今
後

は
資
材
高
騰
対
策
に
重

点
を
置
く
。

議
員
　「
七
夕
こ
し
ひ
か

り
」
は
白
石
町
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
か
。

作
付
け
が
減
少
し
て
い

る
が
。

町
長
　
白
石
町
独
自
の

ブ
ラ
ン
ド
。
減
少
に
歯

止
め
を
掛
け
ら
れ
れ
ば
。

農
業
振
興
課
長
　
流
通

や
営
農
指
導
を
担
う
Ｊ

Ａ
と
協
力
し
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
。

問答
親
元
就
農
の
支
援
が
少
な
い
と
意
見
が
あ
る
が

要
件
緩
和
も
あ
る
相
談
い
た
だ
き
た
い

議
員
　
せ
っ
か
く
の
玉

ネ
ギ
高
値
も
、
作
付
け

が
高
齢
化
の
た
め
減
っ

て
い
る
。
農
地
の
維
持

の
た
め
に
も
機
械
化
の

推
進
・
助
成
が
必
要
。

親
元
就
農
の
支
援
が
少

な
い
と
意
見
が
あ
る
。

ま
ず
親
元
就
農
、
家
業

で
あ
る
農
業
の
後
継
者

育
成
が
第
一
と
考
え
る

が
。

農
村
振
興
課
長
　
新
規

事
業
が
創
設
さ
れ
て
い

る
。
要
件
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
が
、
今
後
周
知

を
図
っ
て
い
く
。
要
件

緩
和
も
あ
る
の
で
ま
ず

は
、
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
。

友田　香将雄 議員

議
員
　
休
日
保
育
や
医

療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入

れ
等
、
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の

課
題
は
。
ニ
ー
ズ
把
握

を
ど
う
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
休
日

保
育
は
職
員
数
の
減
少

や
ニ
ー
ズ
が
少
な
い
等

で
令
和
３
年
度
よ
り
休

止
し
て
い
る
。
少
数
の

ニ
ー
ズ
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
は
必
要
と

で
き
る
屋
内
遊
戯
施
設

は
な
い
。
学
校
跡
地
の

利
活
用
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。

議
員
　
白
石
共
立
病
院

の
小
児
科
確
保
の
取
り

組
み
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
地
域

の
医
療
体
制
は
最
低
限

確
保
で
き
て
い
る
。
共

立
病
院
の
小
児
科
医
の

確
保
に
つ
い
て
強
い
要

望
は
現
在
行
っ
て
い
な

い
。

議
員
　
子
育
て
支
援
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
医

療
機
関
を
受
診
で
き
る

体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
」

が
ト
ッ
プ
に
あ
る
が
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
と

し
て
重
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
今
後
要

望
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

認
識
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
把
握
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

議
員
　
今
回
の
、
町
内

保
育
園
有
志
か
ら
の
要

望
書
提
出
は
、
多
様
化

す
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
受

け
皿
に
お
け
る
本
町
の

具
体
的
方
針
が
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
関
係
各
所

に
よ
る
協
議
を
丁
寧
に

行
わ
れ
て
い
な
い
事
が

原
因
。
早
急
か
つ
丁
寧

な
協
議
を
。

保
健
福
祉
課
長
　
説
明

は
十
分
で
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
少
数
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、

町
と
各
保
育
園
と
一
緒

に
対
応
を
し
て
い
く
た

め
に
、
今
後
十
分
に
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

議
員
　
子
ど
も
達
が
安

心
し
て
遊
べ
る
屋
内
遊

戯
施
設
の
確
保
を
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
内

に
小
学
生
以
上
が
利
用

問答
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に

専
門
部
署
の
創
設
を

施
策
に
応
じ
て
検
討
。
他
の
自
治
体
に
後
れ
を

取
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

議
員
　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ

い
て
重
要
性
の
認
識
は
。

総
務
課
長
　
今
後
、
推

進
方
針
を
策
定
し
役
場

全
体
と
し
て
取
組
む
。

議
員
　
Ｄ
Ｘ
は
各
自
治

体
今
後
必
ず
行
う
べ
き

も
の
で
あ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
。
中
長

期
的
展
望
は
。

総
務
課
長
　
Ｄ
Ｘ
へ
の

対
応
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
末

ま
で
を
推
進
方
針
の
期

間
と
し
て
考
え
て
い
る

が
必
要
に
応
じ
て
適
宜

見
直
す
。

議
員
　
学
校
現
場
の
Ｄ

Ｘ
に
お
け
る
議
論
を
本

格
的
に
お
こ
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
Ｄ
Ｘ

は
教
職
員
の
負
担
軽
減

や
生
徒
の
教
育
に
も
大

き
く
か
か
わ
る
。
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
は
有
償
で

あ
る
な
ど
問
題
も
あ
る

た
め
、
財
政
状
況
を
み

て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員
　
積
極
的
に
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
専
門
部
署
を
創
設
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

副
町
長
　
今
後
、
施
策

に
応
じ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
他
自
治
体
に

後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

副
町
長

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

町
長

　
農
業
後
継
者
の
育
成

は
白
石
農
業
塾
な
ど
。

現
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
で
農
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活

動
。
新
た
な
産
物
の
創

造
は
「
璃
の
香
」、
６
次

産
業
の
推
進
は
76
品
目
。

基
盤
整
備
は
水
路
整
備

な
ど
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
農
業
の
生
産
資

材
高
騰
対
策
は
。

農
業
振
興
課
長
　
国
・

県
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

動
向
を
注
視
し
た
い
。

議
員
　
国
を
待
つ
で
は

な
く
、
積
極
な
働
き
掛

け
が
必
要
。
町
長
は
佐

賀
県
の
町
村
会
長
な
の

で
期
待
す
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
下

の
麦
政
策
は
。

農
業
振
興
課
長
　
国
の

事
業
を
活
用
し
、
作
付

け
拡
大
、
単
収 

・
品
質

向
上
を
推
進
し
た
い
。

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

※
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受
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的
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や
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高
齢
化
の
た
め
減
っ

て
い
る
。
農
地
の
維
持

の
た
め
に
も
機
械
化
の

推
進
・
助
成
が
必
要
。

親
元
就
農
の
支
援
が
少

な
い
と
意
見
が
あ
る
。

ま
ず
親
元
就
農
、
家
業

で
あ
る
農
業
の
後
継
者

育
成
が
第
一
と
考
え
る

が
。

農
村
振
興
課
長
　
新
規

事
業
が
創
設
さ
れ
て
い

る
。
要
件
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
が
、
今
後
周
知

を
図
っ
て
い
く
。
要
件

緩
和
も
あ
る
の
で
ま
ず

は
、
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
。

友田　香将雄 議員

議
員
　
休
日
保
育
や
医

療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入

れ
等
、
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の

課
題
は
。
ニ
ー
ズ
把
握

を
ど
う
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
休
日

保
育
は
職
員
数
の
減
少

や
ニ
ー
ズ
が
少
な
い
等

で
令
和
３
年
度
よ
り
休

止
し
て
い
る
。
少
数
の

ニ
ー
ズ
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
は
必
要
と

で
き
る
屋
内
遊
戯
施
設

は
な
い
。
学
校
跡
地
の

利
活
用
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。

議
員
　
白
石
共
立
病
院

の
小
児
科
確
保
の
取
り

組
み
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
地
域

の
医
療
体
制
は
最
低
限

確
保
で
き
て
い
る
。
共

立
病
院
の
小
児
科
医
の

確
保
に
つ
い
て
強
い
要

望
は
現
在
行
っ
て
い
な

い
。

議
員
　
子
育
て
支
援
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
医

療
機
関
を
受
診
で
き
る

体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
」

が
ト
ッ
プ
に
あ
る
が
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
と

し
て
重
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
今
後
要

望
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

認
識
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
把
握
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

議
員
　
今
回
の
、
町
内

保
育
園
有
志
か
ら
の
要

望
書
提
出
は
、
多
様
化

す
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
受

け
皿
に
お
け
る
本
町
の

具
体
的
方
針
が
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
関
係
各
所

に
よ
る
協
議
を
丁
寧
に

行
わ
れ
て
い
な
い
事
が

原
因
。
早
急
か
つ
丁
寧

な
協
議
を
。

保
健
福
祉
課
長
　
説
明

は
十
分
で
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
少
数
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、

町
と
各
保
育
園
と
一
緒

に
対
応
を
し
て
い
く
た

め
に
、
今
後
十
分
に
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

議
員
　
子
ど
も
達
が
安

心
し
て
遊
べ
る
屋
内
遊

戯
施
設
の
確
保
を
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
内

に
小
学
生
以
上
が
利
用

問答
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に

専
門
部
署
の
創
設
を

施
策
に
応
じ
て
検
討
。
他
の
自
治
体
に
後
れ
を

取
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

議
員
　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ

い
て
重
要
性
の
認
識
は
。

総
務
課
長
　
今
後
、
推

進
方
針
を
策
定
し
役
場

全
体
と
し
て
取
組
む
。

議
員
　
Ｄ
Ｘ
は
各
自
治

体
今
後
必
ず
行
う
べ
き

も
の
で
あ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
。
中
長

期
的
展
望
は
。

総
務
課
長
　
Ｄ
Ｘ
へ
の

対
応
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
末

ま
で
を
推
進
方
針
の
期

間
と
し
て
考
え
て
い
る

が
必
要
に
応
じ
て
適
宜

見
直
す
。

議
員
　
学
校
現
場
の
Ｄ

Ｘ
に
お
け
る
議
論
を
本

格
的
に
お
こ
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
Ｄ
Ｘ

は
教
職
員
の
負
担
軽
減

や
生
徒
の
教
育
に
も
大

き
く
か
か
わ
る
。
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
は
有
償
で

あ
る
な
ど
問
題
も
あ
る

た
め
、
財
政
状
況
を
み

て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員
　
積
極
的
に
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
専
門
部
署
を
創
設
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

副
町
長
　
今
後
、
施
策

に
応
じ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
他
自
治
体
に

後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

副
町
長

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

町
長

　
農
業
後
継
者
の
育
成

は
白
石
農
業
塾
な
ど
。

現
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
で
農
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活

動
。
新
た
な
産
物
の
創

造
は
「
璃
の
香
」、
６
次

産
業
の
推
進
は
76
品
目
。

基
盤
整
備
は
水
路
整
備

な
ど
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
農
業
の
生
産
資

材
高
騰
対
策
は
。

農
業
振
興
課
長
　
国
・

県
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

動
向
を
注
視
し
た
い
。

議
員
　
国
を
待
つ
で
は

な
く
、
積
極
な
働
き
掛

け
が
必
要
。
町
長
は
佐

賀
県
の
町
村
会
長
な
の

で
期
待
す
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
下

の
麦
政
策
は
。

農
業
振
興
課
長
　
国
の

事
業
を
活
用
し
、
作
付

け
拡
大
、
単
収 

・
品
質

向
上
を
推
進
し
た
い
。

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

※
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問
が
ん
検
診
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
は

問答
災
害
時
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
は

民
生
委
員
の
協
力
に
よ
り
意
向
調
査
を
し
て
い
る

一
般
質
問

一
般
質
問

内野　さよ子 議員

議
員
　
特
定
健
診
と
共

に
が
ん
検
診
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
白
石
町

で
は
が
ん
の
一
次
予
防

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

啓
発
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

保
健
福
祉
課
長
　
禁
煙

や
食
生
活
等
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
や
適

度
な
運
動
も
効
果
的
で

あ
り
、
出
前
講
座
等
を

実
施
し
て
い
る
。

議
員
　
国
は
災
害
時
に

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、

ホ
テ
ル
、
親
戚
、
友
人

宅
へ
避
難
し
て
い
た
だ

く
な
ど
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
指
定
避
難
所
外
の

地
区
内
の
公
民
館
や
お

寺
な
ど
に
避
難
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

支
援
な
ど
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長
　
差

し
迫
っ
た
場

合
、
避
難
所
以

外
の
避
難
は
考

え
ら
れ
る
。
指

定
避
難
所
と
同

じ
よ
う
な
支
援

は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、

要
望
が
あ
っ
た

場
合
は
可
能
な

限
り
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

議
員
　
届
け
出
避
難
所

の
よ
う
な
事
例
も
あ
る

が
、
運
営
ル
ー
ル
を
決

め
て
や
れ
ば
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
こ
れ
か
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
要
配
慮
者
の
支

援
は
重
要
で
あ
り
、
自

力
で
避
難
で
き
な
い
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
は
義
務
付
け
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
個

別
避
難
計
画
に
つ
い
て

は
ど
う
す
る
の
か
。

長
寿
社
会
課
長
　
民
生

委
員
の
協
力
を
得
て
意

向
確
認
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
取
組
ん
で

い
く
。

岸川　信義 議員

議
員
　
内
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
体

制
は
ど
の
様
に
な
る
の

か
。

副
町
長

　
私
と
総
務
課
、
建
設

課
、
農
村
整
備
課
の
12

名
に
よ
る
組
織
と
な
る
。

今
後
の
内
水
対
策
全
般

に
つ
い
て
、
よ
り
効
果

的
な
治
水
対
策
を
目
指

す
。
豪
雨
災
害
時
に
は

全
職
員
で
取
り
組
む
。

議
員
　
ゲ
ー
ト
操
作
員

や
ポ
ン
プ
役
員
及
び
地

域
と
の
連
携
は
。

農
村
整
備
課
長
　
排
水

対
策
で
は
、
地
域
と
行

政
の
連
携
は
不
可
欠
で

あ
る
。
今
年
の
５
月
下

旬
に
町
内
の
３
０
０
名

以
上
の
関
係
者
と
地
域

ご
と
に
用
排
水
調
整
協

議
会
を
行
っ
た
。
そ
の

中
で
、
令
和
元
年
・
３

年
の
検
証
を
行
い
、
上

流
か
ら
下
流
ま
で
一
体

と
な
っ
た
排
水
体
系
が

整
う
よ
う
き
め
細
や
か

な
治
水
対
策
の
強
化
に

努
め
る
。

議
員
　
治
水
対
策
の
名

称
は
ど
う
決
ま
っ
た
の

か
。
ま
た
、
そ
の
内
容

は
、
い
つ
議
会
に
示
さ

れ
る
の
か
。

建
設
課
長
　
本
年
６
月

中
に
名
称
を
決
定
し
た

い
。
ま
た
、
議
会
へ
は

７
月
中
に
示
し
た
い
。

答
特
定
健
診
事
業
で
Ａ
Ｉ
活
用
勧
奨
通
知
を
行
い

効
果
を
見
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い

問
内
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
対
応
は

答
大
雨
で
の
排
水
対
策
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち

対
応
し
た
い

　
ま
た
、
小
中
学
校
で

の
防
煙
教
室
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
勧
奨
、
胃
が
ん
ピ
ロ

リ
菌
検
査
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

議
員
　
二
次
的
予
防
と

し
て
、
早
期
発
見
や
、

が
ん
検
診
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
が
そ
の
受
診

率
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
令
和

３
年
度
は
肺
が
ん
21
％
、

胃
が
ん
10
％
、
大
腸
が

ん
17
％
、
子
宮
が
ん
14

％
、
乳
が
ん
13
％
で
あ

っ
た
。

議
員
　
受
診
さ
れ
た
方

の
中
で
要
精
密
検
査
を

さ
れ
て
い
る
方
が
あ
り
、

受
診
勧
奨
は
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
検
診
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
な
ど
へ
の
受

診
勧
奨
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
受
診

率
向
上
に
向
け
、
通
知

を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
勧
奨
の
仕
方
が
重
要

で
あ
る
。
効
果
的
に
し

て
い
き
た
い
。
今
年
、

特
定
検
診
事
業
の
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
勧
奨
通
知

を
行
う
が
、
こ
の
効
果

を
見
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
い
き
た
い
。

問答
空
き
巣
被
害
や
熱
中
症
の
事
例
は
、
防
災
行
政

無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
速
や
か
に
町
民
に

知
ら
せ
る
べ
き
で
は

警
察
署
や
消
防
署
と
密
に
連
携
を
取
り
合
い

な
が
ら
進
め
た
い

答 問
コ
ロ
ナ
禍
対
応
と

物
価
高
騰
に
対
す
る

町
民
へ
の
支
援
で
あ
る

ス
マ
イ
ル
商
品
券

給
付
事
業
の
目
的
は

議
員

議
員

議
員

農
村
整
備
課
長

建
設
課
長

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

議
員

総
務
課
長

長
寿
社
会
課
長

保
健
福
祉
課
長

●住民健診の相談は保健福祉課へ

●岸川信義議員持込資料

副
町
長
（
内
水
対
策
統
括
監
）

議
員
　
空
き
巣
が
あ
っ

た
場
合
は
、
早
く
町
民

に
知
ら
せ
、
防
犯
意
識

を
高
め
て
再
犯
を
防
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
熱
中
症
が
あ

っ
た
場
合
も
、
早
く
知

ら
せ
る
こ
と
で
、
個
人

家
族
・
職
場
の
熱
中
症

対
策
が
出
来
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
早
く
町

民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
警
察
署
や

消
防
署
と
連
携
し
、
防

災
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
多
く
の
手
段

を
用
い
て
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

議
員

議
員
　
１
人
当
た
り
の
給
付

額
及
び
総
額
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
１
人
当
た

り
５
千
円
で
、
総
額
約
１
億

２
千
万
円
の
事
業
と
な

る
。

議
員
　
使
用
期
間
と
利

用
で
き
る
店
舗
の
種
別

は
。

総
合
戦
略
課
長
　
使
用

期
間
は
、
８
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
。

　
ま
た
、
利
用
店
舗
の

業
種
に
特
別
な
制
限
は

し
て
い
な
い
の
で
、
登

録
店
舗
で
幅
広
く
利
用

し
て
ほ
し
い
。

総
合
戦
略
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員
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問
が
ん
検
診
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
は

問答
災
害
時
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
は

民
生
委
員
の
協
力
に
よ
り
意
向
調
査
を
し
て
い
る

一
般
質
問

一
般
質
問

内野　さよ子 議員

議
員
　
特
定
健
診
と
共

に
が
ん
検
診
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
白
石
町

で
は
が
ん
の
一
次
予
防

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

啓
発
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

保
健
福
祉
課
長
　
禁
煙

や
食
生
活
等
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
や
適

度
な
運
動
も
効
果
的
で

あ
り
、
出
前
講
座
等
を

実
施
し
て
い
る
。

議
員
　
国
は
災
害
時
に

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、

ホ
テ
ル
、
親
戚
、
友
人

宅
へ
避
難
し
て
い
た
だ

く
な
ど
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
指
定
避
難
所
外
の

地
区
内
の
公
民
館
や
お

寺
な
ど
に
避
難
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

支
援
な
ど
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長
　
差

し
迫
っ
た
場

合
、
避
難
所
以

外
の
避
難
は
考

え
ら
れ
る
。
指

定
避
難
所
と
同

じ
よ
う
な
支
援

は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、

要
望
が
あ
っ
た

場
合
は
可
能
な

限
り
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

議
員
　
届
け
出
避
難
所

の
よ
う
な
事
例
も
あ
る

が
、
運
営
ル
ー
ル
を
決

め
て
や
れ
ば
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
こ
れ
か
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
要
配
慮
者
の
支

援
は
重
要
で
あ
り
、
自

力
で
避
難
で
き
な
い
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
は
義
務
付
け
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
個

別
避
難
計
画
に
つ
い
て

は
ど
う
す
る
の
か
。

長
寿
社
会
課
長
　
民
生

委
員
の
協
力
を
得
て
意

向
確
認
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
取
組
ん
で

い
く
。

岸川　信義 議員

議
員
　
内
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
体

制
は
ど
の
様
に
な
る
の

か
。

副
町
長

　
私
と
総
務
課
、
建
設

課
、
農
村
整
備
課
の
12

名
に
よ
る
組
織
と
な
る
。

今
後
の
内
水
対
策
全
般

に
つ
い
て
、
よ
り
効
果

的
な
治
水
対
策
を
目
指

す
。
豪
雨
災
害
時
に
は

全
職
員
で
取
り
組
む
。

議
員
　
ゲ
ー
ト
操
作
員

や
ポ
ン
プ
役
員
及
び
地

域
と
の
連
携
は
。

農
村
整
備
課
長
　
排
水

対
策
で
は
、
地
域
と
行

政
の
連
携
は
不
可
欠
で

あ
る
。
今
年
の
５
月
下

旬
に
町
内
の
３
０
０
名

以
上
の
関
係
者
と
地
域

ご
と
に
用
排
水
調
整
協

議
会
を
行
っ
た
。
そ
の

中
で
、
令
和
元
年
・
３

年
の
検
証
を
行
い
、
上

流
か
ら
下
流
ま
で
一
体

と
な
っ
た
排
水
体
系
が

整
う
よ
う
き
め
細
や
か

な
治
水
対
策
の
強
化
に

努
め
る
。

議
員
　
治
水
対
策
の
名

称
は
ど
う
決
ま
っ
た
の

か
。
ま
た
、
そ
の
内
容

は
、
い
つ
議
会
に
示
さ

れ
る
の
か
。

建
設
課
長
　
本
年
６
月

中
に
名
称
を
決
定
し
た

い
。
ま
た
、
議
会
へ
は

７
月
中
に
示
し
た
い
。

答
特
定
健
診
事
業
で
Ａ
Ｉ
活
用
勧
奨
通
知
を
行
い

効
果
を
見
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い

問
内
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
対
応
は

答
大
雨
で
の
排
水
対
策
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち

対
応
し
た
い

　
ま
た
、
小
中
学
校
で

の
防
煙
教
室
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
勧
奨
、
胃
が
ん
ピ
ロ

リ
菌
検
査
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

議
員
　
二
次
的
予
防
と

し
て
、
早
期
発
見
や
、

が
ん
検
診
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
が
そ
の
受
診

率
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
令
和

３
年
度
は
肺
が
ん
21
％
、

胃
が
ん
10
％
、
大
腸
が

ん
17
％
、
子
宮
が
ん
14

％
、
乳
が
ん
13
％
で
あ

っ
た
。

議
員
　
受
診
さ
れ
た
方

の
中
で
要
精
密
検
査
を

さ
れ
て
い
る
方
が
あ
り
、

受
診
勧
奨
は
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
検
診
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
な
ど
へ
の
受

診
勧
奨
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
受
診

率
向
上
に
向
け
、
通
知

を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
勧
奨
の
仕
方
が
重
要

で
あ
る
。
効
果
的
に
し

て
い
き
た
い
。
今
年
、

特
定
検
診
事
業
の
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
勧
奨
通
知

を
行
う
が
、
こ
の
効
果

を
見
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
い
き
た
い
。

問答
空
き
巣
被
害
や
熱
中
症
の
事
例
は
、
防
災
行
政

無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
速
や
か
に
町
民
に

知
ら
せ
る
べ
き
で
は

警
察
署
や
消
防
署
と
密
に
連
携
を
取
り
合
い

な
が
ら
進
め
た
い

答 問
コ
ロ
ナ
禍
対
応
と

物
価
高
騰
に
対
す
る

町
民
へ
の
支
援
で
あ
る

ス
マ
イ
ル
商
品
券

給
付
事
業
の
目
的
は

議
員

議
員

議
員

農
村
整
備
課
長

建
設
課
長

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

議
員

総
務
課
長

長
寿
社
会
課
長

保
健
福
祉
課
長

●住民健診の相談は保健福祉課へ

●岸川信義議員持込資料

副
町
長
（
内
水
対
策
統
括
監
）

議
員
　
空
き
巣
が
あ
っ

た
場
合
は
、
早
く
町
民

に
知
ら
せ
、
防
犯
意
識

を
高
め
て
再
犯
を
防
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
熱
中
症
が
あ

っ
た
場
合
も
、
早
く
知

ら
せ
る
こ
と
で
、
個
人

家
族
・
職
場
の
熱
中
症

対
策
が
出
来
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
早
く
町

民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
警
察
署
や

消
防
署
と
連
携
し
、
防

災
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
多
く
の
手
段

を
用
い
て
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

議
員

議
員
　
１
人
当
た
り
の
給
付

額
及
び
総
額
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
１
人
当
た

り
５
千
円
で
、
総
額
約
１
億

２
千
万
円
の
事
業
と
な

る
。

議
員
　
使
用
期
間
と
利

用
で
き
る
店
舗
の
種
別

は
。

総
合
戦
略
課
長
　
使
用

期
間
は
、
８
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
。

　
ま
た
、
利
用
店
舗
の

業
種
に
特
別
な
制
限
は

し
て
い
な
い
の
で
、
登

録
店
舗
で
幅
広
く
利
用

し
て
ほ
し
い
。

総
合
戦
略
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員
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常
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会
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常
任
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５
月
11
日
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
。

　
全
国
的
に
自
治
体
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
研
究
が
進

む
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
と
費
用
対
効
果
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
情
報
の
共
有
な
ど
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
住
民
の
利

便
性
は
も
と
よ
り
、
浮
い
た
コ
ス
ト
や
職
員
を
住
民
相

談
業
務
に
多
く
配
置
で
き
る
こ
と
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
他
市
町
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
よ
う
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
学
ぶ

●自治体DXの研修

　５月30日、東京都内で開催された全国町村議会議長会主催の令和４年度町村議会議長・副議長研修会
に、　渕栄二郎議長と内野さよ子副議長が参加した。
　立正大学社会共生学部教授の江藤敏明氏の講演では、全国的に議員のなり手不足が問題となっているこ
とについて、議会の危機であり住民自治の空洞化も促すことが課題とされた。なり手不足の要因として
は、住民へ議員の魅力が伝わらないとこや低い議員報酬、地域力の低下などが要因となっているとされた。
　また、なり手不足の問題解消は、一朝一夕には達成できないが、新しい層である女性や若者の開拓、報
酬増額などの条件整備の正攻法を着実に進めるしかない。後継者を議員個人に任せるだけではなく、立候
補者の掘り起こしを議会として取り組むことも重要であると申されたとのこと。本町においても、議会・
議員の魅力が伝わるような活動を続けていくことが求められていると認識した。

全国町村議会議長・副議長研修会

4
　
月

最近の主な議会活動（4月～6月）

日 曜
1 金

8 金

3 日
5 火

15 金

22 金

25 月

27 水

28 木

19 木

13 水

小中学校職員異動に伴う辞令交付式
消防団入退式
議会だより編集会議
議員例会・説明会
白岩地区果樹園視察
白石町商工会青年部通常総会
議会だより編集会議

県内市町議長会議
六角地区地域づくり協議会設立準備委員会
佐賀地区建設関係合同期成会総会

白石地区いちごトレーニングファーム第2期生研修
終了式並びにしろいし農業塾第4期および白石地区
トレーニングファーム第4期研修生入校式

5
　
月

日 曜

10 火

11 水

議員例会・説明会
文教厚生常任委員会所管事務調査
杵島地区衛生処理組合議会臨時会
総務常任委員会所管事務調査
議会運営委員会
臨時議会
産業建設常任委員会所管事務調査
SAGA2024国スポ・全スポ白石町実行委員会総会

5
　
月

日 曜

27 金

25 水

23 月
筑後川土地改良事業杵島地区推進協議会総会
南部地区小児時間外診療センター運営協議会
青少年育成町民会議理事会
白石町文化振興財団評議委員会
議会運営委員会

6
　
月

日 曜
1 水
3 金

18 土

6 月

13 月

20 月

22 水

17 金

24 金

30 木

7 火

14 火

28 火

8 水

社会福祉協議会理事会
町内5私立保育園より要望書提出対応
建設業組合より要望書提出及び寄付贈呈
6月議会定例会、開会
議案審議
議案審議
一般質問（4人）
一般質問（4人）・閉会・議会だより編集会議
社会福祉協議会評議委員会
青少年育成町民会議総会
白石町防災会議
戸ヶ里地区より要望書提出対応
白石町防災会議
六角地区地域づくり協議会設立準備委員会
杵藤地区町村議長会定期総会
議会だより編集会議
政経セミナー

総
務
常
任
委
員
会

　
５
月
10
日
、
新
設
中
学
校
施
設
事
業
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、
小
学
校
再
編
に
つ
い
て
執
行
部
と
の

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
新
設
中
学
校
で
の
特
別
支
援
教
室
へ
の
配
慮
や
、
給

食
セ
ン
タ
ー
納
入
業
者
の
調
整
、
調
理
員
不
足
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
。
小
学
校
再
編
で
は
、
予
想
を
上
回
る

少
子
化
の
進
行
、
発
達
障
害
児
童
の
増
加
な
ど
の
問
題

も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
達

の
た
め
、
安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

意
見
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

学
校
教
育
課
と
の
意
見
交
換

●学校教育課職員との意見交換

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
５
月
19
日
、
施
設
園
芸
振
興
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、

新
開
地
区
内
に
あ
る
事
業
者
の
農
地
集
積
の
概
要
、
経

営
作
物
の
出
荷
状
況
な
ど
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
事
業
主
は
、
各
種
ス
ー
パ
ー
と
の
契
約
に
よ
る
野
菜

の
計
画
的
出
荷
、
外
国
人
雇
用
、
洋
菓
子
店
経
営
な
ど

多
角
的
に
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　
ま
た
今
後
は
、
璃
の
香
栽
培
や
、
農
福
連
携
事
業
に

も
取
り
組
み
た
い
と
非
常
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
意
欲
的
な
経
営
者
に

対
し
て
、
行
政
か
ら
の
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
提
言
を
し
て
い
き
た
い
。

施
設
園
芸
の
現
場
視
察

●事業者から説明を受ける

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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。

　
行
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タ
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、
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性
は
も
と
よ
り
、
浮
い
た
コ
ス
ト
や
職
員
を
住
民
相

談
業
務
に
多
く
配
置
で
き
る
こ
と
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
他
市
町
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
よ
う
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
学
ぶ

●自治体DXの研修

　５月30日、東京都内で開催された全国町村議会議長会主催の令和４年度町村議会議長・副議長研修会
に、　渕栄二郎議長と内野さよ子副議長が参加した。
　立正大学社会共生学部教授の江藤敏明氏の講演では、全国的に議員のなり手不足が問題となっているこ
とについて、議会の危機であり住民自治の空洞化も促すことが課題とされた。なり手不足の要因として
は、住民へ議員の魅力が伝わらないとこや低い議員報酬、地域力の低下などが要因となっているとされた。
　また、なり手不足の問題解消は、一朝一夕には達成できないが、新しい層である女性や若者の開拓、報
酬増額などの条件整備の正攻法を着実に進めるしかない。後継者を議員個人に任せるだけではなく、立候
補者の掘り起こしを議会として取り組むことも重要であると申されたとのこと。本町においても、議会・
議員の魅力が伝わるような活動を続けていくことが求められていると認識した。

全国町村議会議長・副議長研修会

4
　
月

最近の主な議会活動（4月～6月）

日 曜
1 金

8 金

3 日
5 火

15 金

22 金

25 月

27 水

28 木

19 木

13 水

小中学校職員異動に伴う辞令交付式
消防団入退式
議会だより編集会議
議員例会・説明会
白岩地区果樹園視察
白石町商工会青年部通常総会
議会だより編集会議

県内市町議長会議
六角地区地域づくり協議会設立準備委員会
佐賀地区建設関係合同期成会総会

白石地区いちごトレーニングファーム第2期生研修
終了式並びにしろいし農業塾第4期および白石地区
トレーニングファーム第4期研修生入校式

5
　
月

日 曜

10 火

11 水

議員例会・説明会
文教厚生常任委員会所管事務調査
杵島地区衛生処理組合議会臨時会
総務常任委員会所管事務調査
議会運営委員会
臨時議会
産業建設常任委員会所管事務調査
SAGA2024国スポ・全スポ白石町実行委員会総会

5
　
月

日 曜

27 金

25 水

23 月
筑後川土地改良事業杵島地区推進協議会総会
南部地区小児時間外診療センター運営協議会
青少年育成町民会議理事会
白石町文化振興財団評議委員会
議会運営委員会

6
　
月

日 曜
1 水
3 金

18 土

6 月

13 月

20 月

22 水

17 金

24 金

30 木

7 火

14 火

28 火

8 水

社会福祉協議会理事会
町内5私立保育園より要望書提出対応
建設業組合より要望書提出及び寄付贈呈
6月議会定例会、開会
議案審議
議案審議
一般質問（4人）
一般質問（4人）・閉会・議会だより編集会議
社会福祉協議会評議委員会
青少年育成町民会議総会
白石町防災会議
戸ヶ里地区より要望書提出対応
白石町防災会議
六角地区地域づくり協議会設立準備委員会
杵藤地区町村議長会定期総会
議会だより編集会議
政経セミナー

総
務
常
任
委
員
会

　
５
月
10
日
、
新
設
中
学
校
施
設
事
業
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、
小
学
校
再
編
に
つ
い
て
執
行
部
と
の

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
新
設
中
学
校
で
の
特
別
支
援
教
室
へ
の
配
慮
や
、
給

食
セ
ン
タ
ー
納
入
業
者
の
調
整
、
調
理
員
不
足
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
。
小
学
校
再
編
で
は
、
予
想
を
上
回
る

少
子
化
の
進
行
、
発
達
障
害
児
童
の
増
加
な
ど
の
問
題

も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
達

の
た
め
、
安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

意
見
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

学
校
教
育
課
と
の
意
見
交
換

●学校教育課職員との意見交換

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
５
月
19
日
、
施
設
園
芸
振
興
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、

新
開
地
区
内
に
あ
る
事
業
者
の
農
地
集
積
の
概
要
、
経

営
作
物
の
出
荷
状
況
な
ど
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
事
業
主
は
、
各
種
ス
ー
パ
ー
と
の
契
約
に
よ
る
野
菜

の
計
画
的
出
荷
、
外
国
人
雇
用
、
洋
菓
子
店
経
営
な
ど

多
角
的
に
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　
ま
た
今
後
は
、
璃
の
香
栽
培
や
、
農
福
連
携
事
業
に

も
取
り
組
み
た
い
と
非
常
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
意
欲
的
な
経
営
者
に

対
し
て
、
行
政
か
ら
の
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
提
言
を
し
て
い
き
た
い
。

施
設
園
芸
の
現
場
視
察

●事業者から説明を受ける

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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■
標
題
は
北
明
小
学
校
６
年 

島
江 

花
歩
さ
ん
の
作
品
で
す

■標題は白石小学校２年 川﨑 瑠花さんの作品です。  テーマは「ふじの花とさくらの木」

し
ま
の
え
か  

ほ

第69号

第33話 「質問通告書」

　この「議会だより」は、町執行部が発
行する「広報白石」と目的が違い、内容
が違う必要があります。
　議会は、町民に代わって町政を議論・
決定する機関です。町長以下執行部は、
町民に対して町政を執行（実行）する機
関です。
　だから、「議会だより」は、議会が町
事業のどこを、どのように議論し決定し
たのか、お知らせする必要があります。
「広報白石」が、決定した町事業の内容
をお知らせするのとは、目的・内容が違
うと考えます。
　それで、前回号から、議会視点で課題
の特集記事を作成することにしました。
お堅い話ですみません。　　　　（吉岡）

※質問通告書とは
　議員が本会議で発言を求める場合
あらかじめ議長に発言の主旨などを
文書をもって告げ知らせることをい
います。

●町立あかり保育園の運営継続に関する要望
提出者　白石町私立保育園有志の会
　　　　代表　天野幸久

●建設産業の安定と担い手の確保・育成に関する要望
提出者　白石町建設業組合
　　　　代表　会長　溝口隆治

●町道戸ヶ里中央線及び町道戸ヶ里南北線の
　安全対策に関する要望

提出者　戸ヶ里区長　髙尾宏美

かわさき  る  か

■ P2　　　 特集  「新設小学校への想いを語る」

■ P3　　　 ６月議会概要、賛否一覧

■ P4～11　一般質問で町政を問う

■ P12　　  常任委員会活動報告

■ P13　　  全国議長・副議長研修会、
　　　　　　最近の議会活動

■ P14　　  要望書、編集後記

広報委員　委 員 長　定松弘介
　　　　　副委員長　友田香将雄
　　　　　委　　員　中村秀子　重富邦夫　岸川信義　吉岡正博

６
第69号
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